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采さ
い

配は
い

は
、
集
団
戦
が
主
流
と
な
っ
た

室
町
時
代
末
期
以
降
、
軍
勢
を
率
い
る

将
が
兵
に
指
示
を
伝
え
る
の
に
用
い
た

指
揮
具
で
す
。
本
作
は
、
井
伊
家
初
代

直な
お

政ま
さ

（
一
五
六
一
～
一
六
〇
二
）、
二
代

直な
お

孝た
か

（
一
五
九
〇
～
一
六
五
九
）
所
用

の
采
配
で
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）

の
大
坂
冬
の
陣
に
お
い
て
、
家
臣
の
三み

浦う
ら

安や
す

久ひ
さ

が
直
孝
か
ら
拝
領
し
た
品
と
伝

え
ま
す
。
大
坂
城
で
の
戦
い
の
中
、
直

孝
は
、
鉄
砲
大
将
の
三
浦
と
軍
曹
の
岡お

か

本も
と

宣の
ぶ

就な
り

に
堀
底
で
戦
っ
て
い
た
兵
を
退

却
さ
せ
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
三
浦
は
、
自
分
の
立
場
で
は
兵
を

撤
退
さ
せ
ら
れ
な
い
と
し
て
、
直
孝
に

采
配
を
請
い
、
下か

賜し

さ
れ
ま
す
。
そ
れ

が
本
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
采
配
が
指

揮
権
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
逸
話
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
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●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展

示

案

内

ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

３
月
～

月
６

展
示
室
１
・
２

テ
ー
マ
展

33
1111

（金）（金）

44
1212

（火）（火）

展
示
室
１

特
別
公
開

44
1515

55
1515

（日）（日）

（金）（金）

■
日　

時　

4
月
16
日（
土
）14
時
～（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

髙
木
文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

35
名
（
先
着
順
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

近
世
初
期
風
俗
画
の
傑
作
「
彦
根
屛
風
」。

舞
台
は
江
戸
時
代
、寛
永
年
間
（
一
六
二
四

～
四
四
）
頃
の
京
の
遊ゆ

う

里り

と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
小こ

袖そ
で

や
髷ま

げ

、
煙き

せ
る管
や
洋
犬
な
ど
の
華

や
か
な
風
俗
、
毛
筋
の
一
本
一
本
に
至
る
ま

で
表
現
す
る
緻
密
な
筆
致
、
金
地
を
背
景
と

す
る
洗
練
さ
れ
た
構
図
、
琴き

ん

棋き

書し
ょ

画が

や
謡よ

う

曲き
ょ
く

「
芭ば

蕉し
ょ
う

」
な
ど
、機
知
あ
ふ
れ
る
「
見
立
て
」、

全
体
を
覆
う
静
寂
な
ど
、
多
様
な
魅
力
に
あ

ふ
れ
る
世

界
を
堪
能

く
だ
さ
い
。

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

　

平
家
物
語
に
代
表
さ
れ
る
、
戦
を
題
材

と
し
た
軍
記
物
語
。
こ
れ
ら
は
、
読
み
物

や
語
り
物
と
し
て
楽
し
ま
れ
る

ほ
か
、
物
語
に
描
か
れ
た
登
場

人
物
の
武
勇
や
悲
話
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
が
美
術
工
芸
品

の
意
匠
、
あ
る
い
は
能
な
ど
の

芸
能
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
本
展
で
は
、
軍
記
物
語

に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
作
品

を
、
館
蔵
品

の
中
か
ら
紹

介
し
ま
す
。

■
日　

時　

5
月
21
日（
土
）14
時
～（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

古
幡
昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

35
名
（
先
着
順
）

55
1818

（水）（水）

66
2020

（月）（月）

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

　

能
に
お
い
て
、
中
啓
を
は
じ
め
と
す
る
小

道
具
や
舞
台
に
据
え
る
作
り
物
は
、
面お

も
て
や
装

し
ょ
う

束ぞ
く

と
と
も
に
、
演
目
の
内
容
や
登
場
人
物
の

役
柄
を
象
徴
す
る
、
上
演
に
欠
か
せ
な
い
重

要
な
道
具
で
す
。
上
演
の
た
び
に
新
た
に
作

ら
れ
る
作
り
物
に
対
し
て
、
小
道
具
は
様
々

な
種
類
の
道
具
を
常
備
し
、
演
目
や
演
出
に

応
じ
て
使
い
分
け
ま
す
。
本
展
で
は
、
井
伊

家
伝
来
の
小
道
具

や
古
文
書
を
通
し

て
、
能
を
彩
る
道

具
の
意
味
や
役
割

を
演
目
と
と
も
に

紹
介
し
ま
す
。

■
日　

時　

６
月
25
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

茨
木
恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

35
名
（
先
着
順
）

66
2323

（木）（木）

77
2020

能
を
能
を
彩彩

い
ろ
ど

い
ろ
ど

る
道
具

る
道
具
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り
物

小
道
具
と
作
り
物
――

（水）（水）

2022
年

2022
年

平
治
物
語

■
日　

時　

３
月
12
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

古
幡
昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

35
名
（
先
着
順
）

　

室
町
時
代
末
期
に
な
る
と
、
敵
味
方
が
入

り
乱
れ
た
激
し
い
戦
い
が
各
地
で
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
戦
場
で
は
、
防
具
で
あ
る
甲

冑
、
槍や

り

や
刀
な
ど
の
武
器
に
加
え
、
将
の
位

置
を
示
す
旗
や
兵
に
指
示
を
出
す
采さ

い

配は
い

な
ど

も
重
要
な
道
具
で
し
た
。
本
展
で
は
、
集
団

戦
で
用
い
ら
れ
た
武
具

や
武
器
を
通
じ
て
、
井

伊
軍
に
お
け
る
合
戦
の

現
場
に
迫
り
ま
す
。
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赤
地
牡
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図
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朱
漆
塗
仏
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図
（
彦
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部
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宇治川先陣図二所物（部分）



Hikone Castle Museum News No.136

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

湖
東
焼
の
絵
付
師
、

湖
東
焼
の
絵
付
師
、
幸幸こ

う

斎斎さ
い

の
色
絵
作
品

の
色
絵
作
品

　

江
戸
時
代
後
期
、
彦
根
の
民
間
で
創
始
さ
れ

た
湖
東
焼
は
、
後
に
彦
根
藩
の
藩
窯
と
な
り
、

井
伊
家
十
二
代
直な

お

亮あ
き

と
十
三
代
直な

お

弼す
け

の
下
で
隆

盛
し
ま
し
た
。
藩
窯
に
は
、
先
進
の
窯
か
ら
多

く
の
職
人
が
呼
び
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば

絵
付
師
は
、
具
体
的
な
名
が
伝
わ
る
人
物
の
み

に
限
っ
て
も
、
十
三
名
を
数
え
ま
す
。
そ
の
中

で
作
品
に
名
を
記
す
こ
と
を
許
さ
れ
、
特
別
待

遇
を
受
け
た
の
が
、
鳴め

い

鳳ほ
う

と
幸こ

う

斎さ
い

で
し
た
。
鳴

鳳
に
つ
い
て
は
、
現
在
五
十
件
以
上
の
作
品
が

確
認
さ
れ
、
様
々
な
点
か
ら
そ
の
作
風
に
つ
い

て
論
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
幸
斎
に
つ

い
て
は
、
現
存
作
例
が
十
数
点
と
非
常
に
少
な

い
こ
と
か
ら
、
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、
当
館
所
蔵
の
井
伊
家

伝
来
関
東
大
震
災
罹
災
品
を
改
め
て
調
査
す
る

中
で
、
幸
斎
作
品
に
つ
い
て
新
た
な
知
見
が
得

ら
れ
た
為
、こ
こ
に
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

幸
斎
は
も
と
飛
騨
高
山
の
僧
で
、
還
俗
し

京
で
絵
を
学
ん
だ
と
い
わ
れ
、
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）か
ら
同
三
年
夏
頃
ま
で
湖
東
焼
で

制
作
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す（
北
村
寿
四
郎
著

『
湖
東
焼
之
研
究
』）。
そ
の
作
品
は
中
国
の
故

事
や
詩
を
主
題
と
し
て
お
り
、
学
識
あ
る
文
人

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

写
真
は
井
伊
家
伝
来
の
幸
斎
作
品
で
、
煎
茶

道
具
の
水す

い

注ち
ゅ
う

で
す
。
罹
災
に
よ
り
表
面
が
焼
け

た
だ
れ
て
い
ま
す
が
、目
を
凝
ら
し
て
見
る
と
、

染
付
と
緑
釉
に
よ
る
色
絵
、
金
彩
と
い
う
複
合

的
な
技
法
で
柳
や
漢
詩
を
絵
付
し
た
凝
っ
た
意

匠
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
高
台

に
は
「
幸
斎
」
の
金
彩
銘め

い

と
、
不
明
瞭
な
が
ら

「
湖
東
」
と
読
め
る
染
付
銘
が
あ
り
ま
す
。

　

実
は
幸
斎
は
、
本ほ

ん

焼や
き

の
後
に
絵
付
を
行
う
上う

わ

絵え

付つ
け

専
門
の
絵
付
師
で
す
。
本
焼
前
の
素す

焼や
き

地じ

に
絵
付
を
行
う
、
所い

わ

謂ゆ
る

下し
た

絵え

付つ
け

で
あ
る
染
付
は

専
門
外
で
あ
り
、
本
作
の
染
付
は
別
の
絵
付
師

が
行
っ
た
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
即
ち
、
染
付
工

が
口
縁
等
の
縁
飾
り
の
絵
付
を
行
っ
た
後
に
、

幸
斎
が
柳
を
描
い
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
す
。

　

幸
斎
作
品
を
見
渡
す
と
、
そ
の
技
法
は
、
本

品
の
他
は
全
て
白
地
に
赤あ

か

絵え

金
彩
で
、図
様
は
、

唐
人
物
等
の
唐
様
モ
テ
ィ
ー
フ
に
反
復
文
様
を

組
み
合
せ
、
器
胎
を
埋
め
尽
く
す
よ
う
に
細
か

く
描
く
点
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。
本
作
の
柳
を

描
く
線
の
飄
逸
さ
や
細
か
さ
は
幸
斎
作
と
し
て

違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
作
の
よ
う
に
染

付
素
地
や
色
絵
技
法
を
用
い
、
対
象
を
大
き
く

捉
え
た
簡
潔
な
構
図
は
異
例
で
す
。
こ
れ
は
、

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
具
体
的
に
指
示
さ
れ
た
特

注
品
だ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

注
文
主
と
し
て
第
一
に
想
定
さ
れ
る
の
は
、

幸
斎
招
聘
時
、
藩
主
で
あ
っ
た
直
亮
で
す
。
し

か
し
写
生
的
な
柳
の
絵
か
ら
は
、
祥
瑞
や
南
画

風
の
絵
付
を
好
ん
だ
と
さ
れ
る
直
亮
の
好
み
と

は
異
な
る
趣
向
が
看
取
さ
れ
ま
す
。
加
え
て
言

え
ば
、
こ
の
柳
の
表
現
に
は
、
湖
東
焼
の
名
品

と
し
て
名
高
い
、
井
伊
家
伝
来
の
芦
雁
図
水
指

や
翡か

わ

翠せ
み

図
建
水
の
余
白
を
生
か
し
た
絵
付
と
構

図
上
の
共
通
点
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
水
指
と

建
水
は
、
直
亮
の
弟
で
そ
の
後
を
継
い
だ
直
弼

の
好
み
の
品
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
直
弼
が
柳
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
自
ら
の
花

押
に
柳
の
字
を
用
い
た
こ
と
な
ど
も
考
え
併
せ

れ
ば
、
絵
付
の
注
文
主
と
し
て
直
弼
が
最
も
有

力
な
候
補
と
し
て
浮
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

な
お
本
作
は
、
明
清
代
の
水
注
に
倣
っ
た
仙せ

ん

盞さ
ん

瓶び
ん

風
の
瀟
洒
な
形
で
す
。
藩
窯
前
期
に
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
器
形
で
、煎
茶
に
関
心
を
持
ち
、

唐
物
の
煎
茶
器
を
収
集
し
て
い
た
直
亮
の
好
み

に
則
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
直
弼
の
意

向
が
器
の
形
ま
で
反
映
さ
れ
て
い
く
の
は
、
彼

が
藩
主
と
な
っ
た
藩
窯
後
期
と
考
え
ら
れ
、
こ

の
時
期
に
は
、
簡
潔
な
器
形
や
丸
味
を
強
調
し

た
形
態
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

井
伊
家
伝
来
品
に
は
、
本
作
の
よ
う
に
注
文

者
の
意
向
や
好
み
を
窺
わ
せ
る
品
が
多
数
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
そ
の
造
形
を
解
明
す
る

こ
と
で
、
湖
東
焼
の
具
体
相
を
探
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。�

（
奥
田 

晶
子
）

高台内銘（部分）

催
し

講
座
講
座  

私
の
研
究
最
前
線

私
の
研
究
最
前
線

■
日
程
・
演
題
・
講
師

①
３
月
19
日
（
土
）「
彦
根
藩
足
軽
組
の
組
織
構
造
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
野
智
也
（
当
館
学
芸
員
）

②
６
月
４
日
（
土
）「
二
十
歳
の
直な

お

弼す
け

、
江
戸
へ
行
く
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
恒
一
（
当
館
学
芸
員
）

③
６
月
18
日
（
土
）「
井
伊
直な

お

亮あ
き

の
雅
楽
器
収
集

�

−

一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成

−

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
木
文
恵
（
当
館
学
芸
員
）　

①
～
③
共
通
事
項

■
時
間　

14
時
～
15
時
30
分

■
会
場　

当
館
講
堂

■
定
員　

各
35
名

■
資
料
代　

各
１
０
０
円

■
受
付　

当
日
受
付

　
　
　
　
（
先
着
順
、
13
時
30
分 

か
ら
受
付
開
始
）

彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
会

彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
会  

公
開
研
究
会

公
開
研
究
会

　
「
殿
様
の
日
常
生
活
」
の
解
明
に
向
け
、
当
館
が
進
め

て
い
る
研
究
会
の
現
段
階
で
の
成
果
と
課
題
を
紹
介
。

■
日
時
・
テ
ー
マ

　
　

３
月
21
日（
月
・
祝
）
13
時
～
16
時
30
分

　
　
「「
側
役
日
記
」
か
ら
見
る
殿
様
の
姿

　
　
　
　

―
井
伊
直な

お

幸ひ
で

の
初
入
国
を
中
心
に
―
」

■
会
場　

当
館
能
舞
台
正
面
見
所

■
報
告
者　

有
坂
道
子 

氏
（
京
都
橘
大
学
）、
並
木
昌
史 

　
　

氏
（
徳
川
美
術
館
）、
三
宅
正
浩 

氏
（
京
都
大
学
）、

　
　

当
館
学
芸
員

■
参
加
費　

5
0
0
円

■
定
員　

60
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
申
込
方
法　

①
②
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
込
。

　
　

①
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申
込
フ
ォ
ー
ム

　
　

②
往
復
は
が
き　

往
復
は
が
き
往
信
の
裏
面
に
住

　
　
　

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
返
信
の
宛
名
面
に

　
　
　

住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、
当
館
「
彦
根
藩
資

　
　
　

料
調
査
研
究
会
」
係
に
郵
送
（
1
人
1
通
）。

■
申
込
期
間　

～
３
月
８
日
（
火
）　

＊
必
着

湖東焼 柳図水注

露分衣
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ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

３
月
～

月
６

募
集

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

 

21
火　
　
　
　

休　

館

5月 4月 3月

特別公開

国宝・彦根屛風

4/15 ～5/15

　　　　　　　常設展示 “ほんもの”との出会い　　　　　　　常設展示 “ほんもの”との出会い

6月

雛と雛道具

2/5　　
　～3/7

特別公開

合戦の現場
―井伊家の軍勢と集団戦―

3/11 ～4/12

テーマ展

軍記物語の世界
―語り継がれる名場面―

5/18 ～6/20

テーマ展

8
火　
　
　
　

休　

館

19
土

講
座
講
座　　

私
の
研
究
最
前
線

　
　
　

「
彦
根
藩
足
軽
組
の
組
織
構
造
」

16
土
ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　
国
宝
・
彦
根
屏
風

21
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　
軍
記
物
語
の
世
界

12
土
ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　
合
戦
の
現
場

13
水　
　
　
　

休　

館

令
和
４
年
度　

支
援
ス
タ
ッ
フ

令
和
４
年
度　

支
援
ス
タ
ッ
フ

　

当
館
の
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
支
援

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

①
教
育
普
及
事
業　

小
学
生
対
象
体
験
講
座
の

　
　

運
営
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
（
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
準
備
、
指
導
補
助
）

　

②
調
査
研
究
事
業　

古
文
書
解
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
（
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
等
の
古
文
書
解
読
）

　
　

＊
当
館
開
催
教
室
「
古
文
書
の
み
か
た
」
を
修
了　

　
　
　

さ
れ
た
方
、
ま
た
は
同
程
度
の
解
読
力
を
有
す

　
　
　

る
方
が
対
象
で
す
。

■
申
込
方
法　
「
支
援
ス
タ
ッ
フ
」
係
ま
で
、
電

　
　

話
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
土
日
を
除
く
８

　
　

時
30
分
～
17
時
）

■
申
込
期
間　

3
月
1
日（
火
）～
3
月
18
日（
金
）

　

＊�

４
月
以
降
に
開
催
す
る
研
修
に
参
加
く
だ
さ
い

（
①
の
み
。
日
程
は
未
定
）。
た
だ
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
等
に
よ
り
中
止
、
ま

た
は
延
期
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

＊�

①
、
②
を
兼
ね
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

＊
定
員
は
10
名
程
度
（
先
着
順
）
で
す
。

友
の
会
会
員

友
の
会
会
員

　

｢

友
の
会｣

に
入
会
し
て
、
歴
史
・
文
化
と
の
出

会
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
会
員
特
典

　

①
彦
根
城
博
物
館
の
常
設
展
ほ
か
、
展
覧
会
が
観

　

覧
で
き
ま
す
。
②
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
や
博
物
館

　

だ
よ
り
等
を
お
送
り
し
ま
す
。
③
友
の
会
主
催
の

　

講
演
会
や
現
地
研
修
等
に
参
加
で
き
ま
す
。

■
会
員
期
間　

入
会
か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

■
年
会
費

　

一
般
会
員　
　
　

２
千
円
（
高
校
生
は
１
千
円
）

　

ジ
ュ
ニ
ア
会
員
（
小･

中
学
生
）　　
　

５
百
円

　

賛
助
会
員　
　
　

１
口
以
上
（
１
口
：
１
万
円
）

■
入
会
方
法　

当
館
受
付
に
あ
る
入
会
申
込
書
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
能
・
要
問
い
合
わ
せ
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

彦
根
城
博
物
館
友
の
会
事
務
局
（
中
野
）

　

＊
友
の
会
専
用
電
話
０
７
４
９ - 

４
７ - 

５
７
８
７

11
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た
②

3/
9 ・ 10

展示替により
一部休室

4/
12、14

展示替により
一部休室

21
月・祝

公
開
研
究
会

公
開
研
究
会

「「
側
役
日
記
」
か
ら
見
る
殿
様
の
姿
」

令
和
４
年
度　

古
文
書
の
み
か
た

令
和
４
年
度　

古
文
書
の
み
か
た

　

古
文
書
解
読
を
基
礎
か
ら
学
ぶ
教
室
「
古
文
書

の
み
か
た
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
開
講
日
時　

５
月
28
日
、６
月
11
日
、７
月
２
日
、

　

�

16
日
、
８
月
27
日
、
９
月
24
日
（
全
６
回
、
い

ず
れ
も
土
曜
日
）
の
14
時
～
16
時

■
場
所　

当
館
講
堂

■�

定
員　

30
名
（
応
募
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

■
資
料
代　

５
０
０
円

■�

申
込
方
法　

①
②
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
込
く

だ
さ
い
。

　

①
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申
込
フ
ォ
ー
ム

　

②
往
復
は
が
き
（
１
人
１
通
）
の
往
信
の
裏
面

　
　

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
返
信
の
宛

　
　

名
面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、「
古
文
書

　
　

の
み
か
た
」
係
に
郵
送
。

■
申
込
期
間　

４
月
１
日（
金
）
～
22
日（
金
）
ま
で

　

＊
当
日
消
印
有
効

　

＊
受
講
の
案
内
は
、
５
月
２
日
（
月
）
以
降
に
通
知
。

　

現
在
、
開
催
を
予
定
し
て
い
る
展
示
・
講
座
等
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
状
況
に

よ
り
、中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、彦
根
市
や
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ツ
イ
ッ
タ
ー

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

4
土

講
座
講
座　　

私
の
研
究
最
前
線

　
　
　

「
二
十
歳
の
直
弼
、江
戸
へ
行
く
」

18
土

講
座
講
座　　

私
の
研
究
最
前
線

　
　
　

「
井
伊
直
亮
の
雅
楽
器
収
集
」

25
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　
能
を
彩
る
道
具

28
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た
①

テーマ展

能を彩る
道具

―小道具と 
　作り物―

6/23 ～
7/20

5/
16 ・ 17

展示替により
一部休室

6/
20、22

展示替により
一部休室


